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家蚕絹糸と天蚕絹糸との染色性の比較について（その4）
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　天蚕絹糸の染色ll生について薯瀞等はDirect　Col（｝urs，　　Naphthoide　AS－BO系のものとしてSekaniIe　AS－・IBO

Acid　Colours及びBasic　Coloursに対する1窪接性に》：）い　　　を用いたが，これらのもの瓦構造武¢1；次の如くであるo

て報告した1）2）3）・y天養絹糸・1・に舗されている窟色物　　　N・pl、th。ide－AS　N・phthQide－；BO

聖灘欝蝶課嘗鷺瀦繍㌶暮　　　0〕二器蝋⊃0り：：：ll。1，只

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－’
課畿1野・瓢課奪雛學誉轡蚕絹磁総瓢櫛藁畿奪総檸贈

　IAzoic　Coloursに対する染色性の比較　　　　リンの存在によつて空気安簸するものであるt；）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これらの染料に漉合している：水溶li生不純物な除くため

「一”A懸幽及び懸鎌　　　　　に…甑翫の翻にやて競鯉し錬色に拶疇凍．
1・Xr　料　　　　　　　　　染働灘融圏、り，　P・1。。　NBにょつてよく椎ll和
天蚕絹繍料の精幽漱筋灘用し・た・27旗一・レ　レ之にN。OHな臓てから熱湯にて糊して審t料の

絹糸を゜・5％アムモニア水3°樋1・て5｝糊煮沸し・そ　5・鰻の婁諮媚い燦色し働イ・ジ血鰍色計酬

の融こ駿アムモニア水をとりかえて醐で溶解物を除　い磯液をS，ヒ醗凱た．触肌た・、融一の譲

ぎ・その後鰍及嚥溜水で灘して踏で轍靴たも　は535、で魏。

のを胤’た・又顯絹糸も天蚕絹糸の場合胴様筋法　　1＿IB＊vas課

V＝よつて行つた・天蚕絹糸及顯絹糸の渾辮伽齢・　横験の結黙第俵のf、llくで騒が，ユでT・・】。・

夫々13％及工9％であつた・　　・　　　　は試料液イ曹蠣過した燃の母の透過靴胤Eval・・

　2・臭験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳳吸光度を示す。EvalueとTvalue間にはB臨3－1‘〕ガr

　Azoic　Coloursは不溶性アゾ染料。アイス染料戴はナ　　　なる関係にある。そして1　Jambert－111eerの法則捻用い

フトール染料（hnsoluble　Azo　Colours・Ice　Colours，　　て濃度を箕出した。

Naphthol　Colours）と呼ばれているものであつて，　Nap一　　　第1表でNaphthoide　ASでは天蚕i＄，ll3糸は最高工86nig／9

hthoide　AS系染料としてMitui　Naphthozo1　ASを，又　　　の吸」瞳をもち家ii鍵絹糸の140mg！9！に上じして非常に大き

Table　1．　Absorption　of　Azoic　Colours
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　Ab＄oprtion　of　Naphthoide　AS

Tvalue　Evalue　absorption

　55．9　　　　　　0，529　　　　　　186．7mg

　55．5　　　　0．535　　　　173，3

　57。5　　　　 0。503　　　　174，5
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い・3SZ　Naphth°ide　B°にお・・ても・・28・mgの吸掻を　・・瑚セ甑遡（M・・d…i・g）筋つた試料畝の

灘繍級収し癩懲より一9－’・〈“れ燥色髄もつて　撒桃っMi・・iCh・・m・G・eenF（C。1。。，1、、d。xN。99）

いる。この結果はDirect　Colours及びAcid　Coloursの　　　　　　Chrome　Green　F

染色性と1瀬向が逆であつて，Basi・C・1・ursと類似し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OII　　　　　　IIO　NII2

て∵と＿闇．rdant　Coeeurに対する　諮認賑

　　　染撒の比較　　　　　　　の麟灘撚して45分か・つて沸齢で撫し，そ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で111寺1謝染色し残液を比色4定最した。

1・獣斜1と同ysrktr＝よつて碍たるもの。　　　　II－B爽験結果
2・黙方法M・ld・・tC・1・u・・の染働灘，蜘　 撒結燃第罎のt、、．1く脇るカ・，。。．嚇まんの

欄眠の撒7）灘じて行つた・即ち・・Pム［服ん溶　吸収1恢蚕絹糸に比較して獺糸i脚漁るかに劣つてV、

滋70°Cより20分かxつて沸1謄鰍でもつてゆき，そこ　る。カミこAzes；　pHの変化に焔伽力顎著でない。蘇

で工0分聞処理してから囎魅上な光羅比色計によつて測　　　蚕絹糸によつては全然か戴はごく僅かしか吸収されてい

定した・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないo

　　　　　　　　　　　　　　Table　2、　Absorption　of　alum　and　dyes　by　silk

Silk pH
Absorptio皿of　cllrome　alum Absorp傾oれof　DyeWeight
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　　　　　　2，0

DOmestic　　　3．1

　silk　　　　4．4

　　　　　　7．0
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1．016
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1．026
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I1

0

11

25

11

77．5　　　　0．ilI

70．5　　　　　　　0．152

68，0　　　　　　0．168

65．5　　　　 0。184

63．0　　　　　0．201

62，0　　　　　　0．208

32，4

29．4

28，2

27．0
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25．2

次にMit・i　Ch・・m・G・een　Fの吸収1域る程灘では　ないか蜘よわずかであるが，天蚕絹糸にはヨ關こよく吸

明ばんの吸収とは無関係であるが，染料の吸収は天蚕絹　　　収される。

糸の難性は顯絹糸に比して染色性がはるかにすぐれ　　3．その撒C王・r・m・M。rd・nt・C・1。・・S　V・対しては

てい，ことはAzoic　c。loursの場合と同様である。　　　　家蚕絹糸よりもすぐれた染色憐をもつている。

　　　　　　　　　摘　　　　要　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　献

Az°ic　C°1。・rs及鶴工・・d・nt　C・1。…の物二・三の　　・）会田源作外3名，晦誌，22（1）（1953）

染料について天蚕絹糸及び家蚕絹糸の染色性を比較した　　　　2）一　　　同　　　　上盟㈲（1953）

ところ次のことが認められた。　　　　　　　　　　　　　　3）一　　　　　信大繊維学報，3（1953）

1・Az°i・C・1・u・sに対してeま・N・phth・id・AS及び　4）会田源作・三破麻期纐瞠会撒会（19…r）

Naphth°ide　BOともに天蚕絹糸の方力嫁蚕絹糸よりも　5）　〃　畷学会吋・1部支部撒会（1954）

すぐれた染色性をもつている・　　　　　　　6）W．H…：M・11i・nd　525～527，65。～652，760

2・・’　P’”－A明ばんは疎蚕宗㈱こは殆んと吸収され　　　　～763（1953）
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7）W、T，。。。。，　WILσ，，。。，Dy・i。g　with　C・a1　　・・d　D・m・・d・・i！k・・the　ab・。・pti…f・hr・me　alum・

　　　　　　　　　　　　　T、，Dy，就。ff・（1949）　　　　　Y・m・m・i・llk　has　b・tt…b…pti。・th・n　D・mestic

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　silk。　Domestic　silk　does　not　absorb　chrome　alum　or

　　　　　　　　　　　　　　　　　　S腿血ma「y　　　　　　。1ittl。．　And　Y。m、m、i、ilk　has　g。。d　dy・i・9　P・騨ti・・

　　Yamamai　silk　has　better　dyeing　properties　for　Na－　　　for　Mordant　Colours．

phthoide　AS　and　Naphthoide　BO　than　Domestic　silk，　　　　（Laboratory（，f　Dyeing　Chemistry，　The　Faculty　of

as　well　as　Basic　Colours，　　　　　　　　　　　　　　　　　　Textile　and　Sericulture，　Shinshu　UI“versity，　Ueda，

　　It　is　different　from　Direct　Colours　and　Acid　Colours、　　　　　Japan，）

　　There　is　remarkable　difference　be亡ween　Yamamai

P


